
TAKEX

赤外線センサー
PR-1l BE(屋 外 1lm用 ・ 室 内 15m用 )

このたびは本商品をお買い求めいただきまして まことにありがとうございます.
ご使用の前に本説明書をお読みいただき 正しいご使用をお願い申し上げます.

商品説明
本商品は赤外線を投光する投光部と赤夕I線 を受ける受光部
から構成されております。右図のように投光部から投光さ

れた赤外I.|は  リフレクターにより来た方向へ反射され受
光部へ入光します。
この “投光部―リフレクターー受光部"のループで警戒ルー
プが構成されます。このループを速る (速光する)状態が起

こると受光部でこれを検知し番報を発します。

■特長

●片側配線で使用できるため 両側配線が困難な場所での
ご使用が可能です。
●光軸調整はセンサーll(1箇所)の みで調整できます。
●センサー本体の光学系は水平角±90回転できますので
リフレクター本体をL全具に取り付けることで取付面と平

行な警成が可能になります.

リフレクター

ブ各部の名称
|センサー本体 |

接続端子

警報表示灯 ０

回

受光感度
表示灯

投光レンズ ポール駆付板 :2枚

M4× 6mm:4本水平角
調整つまみ

照準器

受光レンズ
__上下角
調整ネジ

L″J

―

ボール固定金具 :2個

M4× 20mm:4本

リフレクター
ホ,レダー

|=

L全具 (BLll)

(屋外用) (室 内月 )
減衰シー ト :

屋夕1用  ‐‐内用者 1枚

判 ざ
熙 判
本体取付ネシ

φ4× 3014本

リフレクター
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●センサー リフレク

ター間の障害物 (付

木など)は確実に

取りのぞいてくださ

t｀

1警戒距離

|~~~ヽ

●センサーに太陽光やヘットラ

イトなどの強力な光が直接当
たらなヽヽようにしてくださtヽ .
誤動作はしませんが 長時間
光軸内に強力な光か入ると

機器寿命に影響を与えます
のでご注意くださぃ.

0センサー リフレクターに
汚水や海水のかかる場

所に よ使用しないてくた

さtヽ

●センサー リフレク
ターは不安定でぐ
らつきやすい場所
には取り付けない

てくたさい。

0このセンサーは反射式のため

原理上 センサー～リフレク
ター間に反射率の高い物体
か置かれたり通過した場合
センサーとその物体問てルー
プが構成されて 検知できなく
なる可肯ヨ性がありますので 十
分注意の上こ使用ください。

●対向型センサーに■べ

反射型センサーは感度

余裕が低く ク立の様

な大雨や寒冷地での

強力な電の場合 11置

状態に国っては 発報

する場合があります

―
感
度
余
裕

(倍 )

80

ヽ
、

屋夕■～1lm
室内1～ 15m 11(m) 

書式

'E離

―

0セ ンサー リフレクター間の距離 (警裁距離)は必ずl■ 1羊の範
囲内でご使用くたさい.

●反射型センサーの場合 遼距離だけてなく 近距議でも感度余裕が
低下しますので 必ず設置警成:E離 を守ってください.特 に近距離
■の感度余裕低下が急崚ですのでご注意ください.

1光軸調迦

。光車A調整は照準器及び 付属の減衰シート(屋外用 室内用)と 受光感度表示 lTで できますが 感度余裕を高くするため テスターてモニター
出力を見ながらピーク電圧になるまで 微調整をしてくださt、

「
TF訂け高さ .
人をキヤッチするのが目的ですのて壁面取り付けの場

合も ボール取 り付けの場合も 地面から80～ 100Cm
の高さに取り付けてくださしヽ

1整ぉ
レ
」
`頼

{『鼎 J燎乙ナ為
`魚

1:?「
さ
|

工事上の注意

0架空配線はてきるだけ避けてください.

0室内配線 よ通常 電話やインターホン程度の
工事で差 し支えありませんが 屋夕ヽ配線 よで
きる限り配管工事をお勧めします.ま た 場
所によっては金属夕1装ケーブルあるいは地下

埋設工事が必要となります

面 り画面 □
レンズ部は調整つまみ 調整ネジの操作で水平方向 (±
90)上 下方向 (± 1ぴ )に動き 各種方向 (例 1～例 3)
の書成が行えます.

±101

上下角調整ネジ

水平角調整つまみ

センサーおよびリフレクターよ必ず (図のように,縦向け かつリフレクターのエ
面がセンサー方向へ向くように対面させ 取り付けてください.
(例 2)の 様に0ま たは90以

''の

方向に設置する場合は特にご注意ください.

…

可

奮iT 光きの広かりま下記の計算方法て求められます.

A(m)-003×′(m)

A(m)

ヽ ヽ ヽ 、 、 ヽ     
、
、  _′

一

―

~― ―_さ、ノ
/ ,

′6) __三
=二
尻易_

30ヽ 10∝m

(l111)

一割
‐
」ド

('12) (例 3)|オ ブションB[1"用
'

(警戒iE離 )
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¨ 墜 むと至重量趣の配線方法 |

●基本接続

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

|     |

シ
一

”
□
司

Ｃ
　
　
　
・

DC10 5V～ DC30V    警報出力
(極性なし)  無電圧リレー接点 ,c

AC′ DC30V 0 5A

タンパー出力

無電圧接点:lb

AC′ DC30V O SA
●センサーを複数台 同一回線に接続する場合

ｉ

ｌ｝レ」』日

ヽ
日
一ヽ

―

.|
|'

●センサーを複数台 Яl々 の回線に接続する場合 受l.機 (DC12V)

注)2台以上接続する時の最長配線は上記の値を台数で割った値に
なります.

――、  Cセ t[)
_/´

|__ |

コ

]

●センサーと受信機間の配線距離 使用電源と電線のサイズの関係

150m     1    1700m

05mm′ (φ Oい  1 300m 1 2300m
0 75mm.(φ 10)  1    450m   1   4200m

09mぽ  (φ ll)       550m        5100m

03mm.(φ o 65)

4取り付け
C露出配線の場合は 裏面ノックアウトを2ヶ 所破ってから図のよ
うに:さ 回して取付板に固定してください。

●センサー本体

Cカ バーをはずし セ
ンサー本体から取lt

板をスライドさせて
はずします.

下からの配線

ノ′クアウト

2取 |′ 付けようとする位置に配線を3き 出してください。

|,取付板のクロメットに穴をあけ コードを通して付属のφ4タ ッピレ
グネジで固定します。

0配線終了篠 光軸調整を行いカバー取り付推動作確認をします
(注 :防雨構造の為センサー本体の周囲はシーリングは不要です)

14タ ィビングネジ

ログロメットについ

0外皮径ψ3～ φ6mmの電線の場合は凹部に押し込んで膜を突き
破ってください.

0外皮径φ6mmを 超える電線の場合は図の破線部をニッパーなど
で切り取ってください。なお 防虫対策のため必すコーキング
を施してください.

引き出したコードをセンサー本体裏面から正面側へ通した後
取rl板に固定してください。

この時 リフレクター■m置 と センサーレンズ同中心の取ll高
さを合わせておくと 光輌調整が比較01簡単に行えます。

入線ログロメット

壁付の場合



●リフレクター本体

ψ4タンピンクネシ

150mm
(取付ビッチ)

■付属の¢4タ ッビングネジを首下20mm程 までねじ込み リ
フレクターユニットのグルマ穴に引っ掛けてください。
この時 リフレクター中m置 とセンサーレンズ間中心位
置の取付高さを合わせておくと 光輌調整が比較11簡単に
行えます.
リフレクターは必す縦向け 旦つ正面がセンサー方向へ向
くように対面させて取り付けてくださしヽ

'リ

フレクターュニットがしっかりと固定されるまでネジを
締め付けてください.

3リ フレクターユニットにリフレクター3板 をはめ込んでく
ださ0ヽ .
リフレクターよ浮きの無いように しっかりと押し込んで
ください.

●リフレクターを取 llは ずす場合 リフレクターホルダー下
部の穴にマイナスドライバーを差し込み ゆっくり持ち上
げて取りはずします.
または リフレクターの上部を指で強く押すことで リフ
レクターを取りはすすことかできます.

●室内で使用する場合は フードを取りますして使用しても
問題ありません.

ヽリフレクターを
取りはずす場合

壁面
ヽ、ヽ___、

」

差し込み

"ち

上けるまたは押す

ポール取付の場合

挙
:|(1け
るボー,レは夕ヽ径φ03mm～ ψ45mmの ものを使用してくだ

0同梱のポール固定金具に丸サラ小ネシ(M4× 20)2本を2～ 3周ねじ
込みます.

3取 り付けようとするポールにポール取付板をあて 後からポール
固定金具をはめて固定します.

し付属のM4× 6ネ シ2本 を使用してセンサー取付板およびリフレク
ターユニットを固定します.

¨

ポールヘの背中合わせ取付とポールヘの

直角取付の場合   、

,ま ず 1台日のボール取付板を固定します。

:2台 目のポール固定金具を先に付けたボール取付板の下を
くぐらせ そこにポール取付板を上下逆にした形で固定し
ます.

ポール固定全具

●以下壁付けの場合と同様の施工をしてくださ

リフレクタ=側J

0以下壁付けの場合と同様の施Iを してくたさい.

0た だし リフレクター仙は直角取付ができません.
(背中合わせのみ取り付けできます)

リフレクター
ユニツト ボール取付板

リフレクターを
ホルダーに対し
傾けずに平行に

押し込む

⌒

ポール取付板

●以下壁付けの場合と同llの施工をしてください

ポール固定全具
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:I睡 J
Iカ バーをはずした状態てレンズをリフレクターに向けてください.
センサーレンズ間にある照準器の積から照

=穴
を]見 くと照準器の

ファインターの中央にリフレクターの中央が見えるように水平
垂直方向を調整してください.

'電
源を入れてくださ、、
センサーおよび リフレクター取り付け時に両方の高さに合わせ
ておけは すでに入光状態 (警報表示ll消灯)であるかまたは 水
平調整にて簡単に入光t■態になります.

0入光状態になれば減衰シートを力'ふ せて受光感度表示灯か消 l」 し
ているか確認してください.

減表シートよ屋夕1月 室内月がありますので間違わないように使
用してください.

4点灯している場合 よ,肖灯するまでもう一度調整してください

'さ

らにモニターシャックに 市販のテスターを接続し モニター
出力を見ながらピーク電圧になるまで微調整を行●てください.

0モ ニター山力の目安は下表の道りですが 光|1調整は耐環境性を
向上させるため下表にF_lわ らす ビーク値に調整してください.

モニター山力電圧   1  受光感度 (屋夕ヽ 室内,

26V以上           最良

14～26V                   良

14V未満    1      再調整

上下角調整ネシ

右回 し :上方向
左回 し :下方向

水平

^調
整

つまみ

水平角度調整は金属部分

をつまんで方向を変えて

くたさい

表中の値は 減衰シート(屋外月 室内用)を かぶせた状態を示し
ます

1動作確認
|

センサーを取り行け 光車巾 整を確認した後 カバーを取り付け
た状態で蓄報表示灯を見なから動作r認 をしてください

●警事i表示灯が消lT(警戒状態)になっていることを確認してくださし、

この時 赤夕1線を工光する物かないことを確記してくたさい
を実際に赤夕ヽ線を横切ってください.

この時 薔報表示灯が点灯 (発報状態)になることを確認してくた
さい.

o赤夕ヽ線を通適した時に 警報表示灯か点灯 1発卑il■態,一消灯 (警
戒状感)になることが確認できれば 正常に動↑しています.
警報時間は 連光時間または2秒以下の速光の場合2秒間出力します.
注)室内使用で光軸調整後 モニター山カレベル良の場合カバーを
取り付けた時に受光感度表示か点灯することかありますが 室
内では感度余裕が少なくてもF・l題ありませんので このままご
侵月になれます

一`ヽ 、■―

t)減衰シートは光菫t調整後
必す取りはずしてくださぃ

センサー本体 リフレクター本体

熙準穴

6遮 光時間の調整
下図を参考に速光時間を調整してください

●設定した遮光時間よリビームを遠く通過するものは検知しません.あ まり遅めに設定すると人間を検知しなくなります.た だし 鳥
の多い所や大きな落葉など元来物か遼光する可高t性がある場合は 少し長めに調整してくたさい.

遮光時間調整ホリューム

07
迪光時間 (秒 )

遮光時間 1005秒 速光時間 103秒 道光時間 :07秒

全力疾走          速足歩行          普通の歩i

(注 )む やみに遅 くすると人間の通過を検知 しなくな |′ ますので注意 してくださtヽ



● 電 源 か入 って ない

2接続 不良 または断燎  短 絡

=赤
,1線 ビー ム がイ可うかの 物 ltに よ り反 争 し セ シ リ  に
人 光 してい る

1竜源 を入 れ う
2■確 記 ● る

=反射勒 体 を取 り
の ぞ く力 光 1上方 向 を■ 更 す る

1再度 光 軸 調■ をィiぅ
2障 害材 を取 りの そ く

“

孟 らつ いiて 清 掃 す る
,た た しtン サ ーの カバ ー は木 洗 い の み とす る

1光輸 か す れてい る
2セ ンサ ー本 体  リフ レクター 間 に障害 物 う'あ る
ιセ ンサ ーの カバ ー  リフ レクター か

=,ヽ
てい る

警報 表 示 が消 え ない

崚 報 が止 ま らない ,

喘 的 に よ く発部 す る

,配線 不 良
2電源 電圧 変動
,セ ンサ ー本 体  リフ レク ター間 に卜 害 l・ が あ る
|セ ン ケーヘ の百]線 に動 力配線 が あ る

=t・
ンサ ー本 体  リフ レクターの 取イ1か 不 安定

=を
ンサ ーの カバ ー  ●フ レクター か汚 れ てい る

,●t軸 か す れてい る
1大 きな 鳥や猫 が し―ム を進 断 す るこ と力 ある

●‐ら ,嬌,す る
2電源 電圧 の 安定イヒを図 る
,●害物 を取 りの ぞ く

'産
線
=路
を変 更 す る

=頑文
に固 定 す る

=桑
う力 い市 て ,青掃 す る

,再痘 光 軸調 警 をiう

'遼
光 11間 を少 し長 く設 定 す る (た た し 侵 入者 が
全 力 itて た り抜 けか可 |=な 場 所 は不可 )ヒ

〈日1絆粽)遁 1回程度は定期11に 動作確 :7を してくたさい
●ンサーのカハーには 豪雨時の木滴付着や

=れ
にようI● ,|1泉の成長を三成するために 光餞聾防汚フィルムが貼られています

日常■脚 | カバ ‐か汚れていてし青,水用シャワーなとで汁い流すi=l‐ とし 絶対に布なとで,■かないてくださι、
●さヽすと 光,蝉材||か 取れて効果かなくみりま,

仕様

赤夕

`線

センサー

PR¬ lBE

近赤夕ヽ線ビーム違斯方式 仮 封型
'

1～ 1lm{室 内1～ 15n,

DC10 5V～ 30V(極 1生 なし)

g外形寸法図蝉位:mm

_ ■ ,__

:コ

― ヽ _  _.

ノ′クアウト
1,X'

｀
ヽ__

”一”

ｍ

ヽ
　

―
センサー本体

?:lt iZ型 嗜    入,旱□
電

一
電

源

賀^

“
¨
里

消

警 戒  距  離
|

警  ll 出  力

タ ン パ ー 出 力

応  答  遼

|'■方式
接点動作

接点定格

接点方式

,点動作
菫■定 |さ

55mA以下

遣光時F出力 (たたし 2炒 以下の場合2秒間出力)
AC′ DC00V 06A(抵抗負荷)

,●圧接点 (b接点)
カハーをはすしたとき出力
AC′ DC30V 05A Iス オi負青 |

警オ由力■ :点 lI

受●・ レベル減衰け 点 lT

一

一

´

一　
　
´

一
一ヽ

アラーム表示灯 |

受光感度表示灯 |

付 帯 機 能 ‐

姜月可宣[周囲温度
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モニター出力

-25C～ +60C(信 露 水結なきこと)

リフレクター言に アクリルll脂 (ク リアー)AESI封脂 1黒 ,

質      量   センサー吉に ●4309 リフレクター言に 約4909

設  置  場  所 I          F_,卜  量内  ___     J
配
~濡
「 霧 続  ~~~  I享ま (M8モルフア′フ端子)端子式 (M8セ ルフア ′フ端子)      |

璃嚢澪ζ循Ⅷネ1ll晟蒜mⅢ ¬ `00品 li`「試|17.らォi三
=Tittl具

:a。     |
ボール取付,シ  M4×20mm 4本  M4× 6mm ‘

、

Θ
●
⑪
一⑬

0表示 されたこ源電[以外のこEて,用 しないて くたさt' ■■
よ電の ●□ となる場合か ,り ます

0こ の権器の出力 1ま点 [1表 示 された容量 を1:え るよ うな機::を

=続
し●いて くたきい 火災の凛国 となる場合があり■す

0こ の機器 ′分鉾  ・
|● しないて くた さ|ヽ  火災 ヽ電の原因 と

なる場合があり
'す

0こ の機器の革量に絶 えられ,い よう0場 所に設置 しない てくた
01ヽ 櫂器か落下 して怪我の原区となること,あ ります 一̈

一̈
一

取付参考図

|リフレクター本体

取付ξ考図

7点 検方法 征常な辮 をしない卵 撃言Fと磨1層〔鷲業[1与 iどしif[ξFiな
お正常コ■印復しない

警報表示か赤外線を遮断 しても
点IIし ない
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,  ●品質に関,「 =当

社●■6':モ や定
=彗
●
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■ ',― ■具合■■,こ IⅢ Jした1■貢卜●鷲売言

「
+́●出て■|'  N● 05096 1008

竹中エンジニアリング株式会社
汎用tンサー事坐 :[
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|■ 免貢事項について■
●韓liの高品 各ヽ種の空視
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「

ビ 1ヽ,,護身なとに■用するもので盗難1防止器 Jレi
%`●器 り:害防止器 環境薔壊昴止器モはあり,せん 万―発生した盗難

“

敬 人身車敲 集官
=故
環境競

彗卒ど 施工 1● ,六信oとによる事故掃宮
'つ
いては■任

=負
いかねます

。本商品の取,● ● ●り外し埼の■故て全牛したに lt損 害|● ●●ては弊,1に一切責任t負い,=ん
●本商品の取,■ ● 驚リタ|しによる建物等^0,I員 諄 'つ

。ても鮮社は一切責任を負0ません
●11震 雪
「
■ヽ密サーカ をし|およひ瞥社の言任以,|の火災 第二者によう行為 その他のお t● お客|;の

ま しまた,過失 二用 その仕案常な条件下て
',使
用によ|り生した,員害に関して ll,1に 一切責任■員|■せん

●本商品の使用
=た
,信用不 |:●

=生
|る●m,,な lo害 1事業]1禁の授失 事事の中ll i3● 内容の■■ 肯

夫 ll11=確 会
",●
入●と こ門して 韓社は一llの責任,・|●

=せ
ん

●●守■検やヽ工上,不Ⅲ ■■説り3のビ置内官を■
=な
いこと,よ 0ましたI]書に関,i督 'i`― 切■任t員 l itん。■t,Il与しtll=■機器 ソフトウエアとの●■ら合わしによる誤動作′,あ ら生した浸吉に日して ●lた よ―

切責任|■ ,■ ■′
0本ざ品に関し ,●

=る
f合も鷲:iの 費用負担 ,本市

=の
イコ格内とします
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